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口中国の半植民地化と改革運動 S開牌)
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1813 天理教徒の乱

1太平天国の乱 1851～64

義和団事件 1900～ 1901
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∈易制限令1757)
貿易港を広州 1港に制限。
外国貿易を扱うのは公行(コ
ホン)(OP96写 )のみ
1796 アヘン輸入の禁止

←務運動 1860～94)

1861 総理衛門設立

〇同治中興

0法自強運動1895～98)

lJヒ京議定書(準T和約)1901)
∈憲準備)
1905 科挙制廃止
立憲大綱制定

1908 憲法大綱発表

←華民国の成立(1912D
孫文,南京で臨時大総統に就任
1912宣統帝退位,清朝減亡

虎門案追加条約

望度条約(対米)

黄哺条約(対仏)

アfzン (愛暉)条約
1黒竜江(アムーリリ‖
以北をロシアに害」譲
2ウスリー川以東
(沿海州)は共同管理

イリ条約(イリ地方清朝に

膠済鉄道敷設権(独 )

嗣順・大連(露 ).1

湾(独),威海衛・

半島(英 )の租借
広州湾の租借(仏 )

日露戦争(～ 05)

片貿易(1699～ 1773)

●清へ銀流入, 産業の発達促進

三角貿易(1773～ 1842)
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開港 公行廃止要求 、
1820年代まで )

公
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自由貿易へ転換
1833年東イン ド
会社の対中国貿

●中国のアヘン輸入量と銀流出額

2中国とイギリスの貿易

1840 1859 18/1 1888 1894年   約(1858)に よるアヘン貿易公認(合法化)によりさらに増加した。1888年
(「世界の歴史191中央公論社)を ピークに流入量が減少するのは,国内産アヘンが増加したためである。

口太平天国の乱 人物名:躊者O太平天国の乱 中国史上初の社会改革をめざした民衆反乱であつ
たが,指導者の内部分裂などにより弱体化,清朝側により鎮圧された。
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・  南京条約 (1842)に よる開港場
|  1太 平天国前期占領地 (1851～ 56)
一月レ太平軍進路
☆  内乱の発生地

0“籍01821年以降密貿易の活発化で激増したアヘンの流入は,天津条
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郷勇(郷紳 官僚の義勇軍)
L団練を統合

～常勝軍―
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]会の

上帝会の洪秀全が広西省金田村で挙兵

●彗豪 (華北からの移住者)貧 農 失業者を結集
●スローガン「滅満興漢」

●政策1軋iI;ilttli。阻]



6中国の半植民地化 6缶景 0天津 0北京条約と北京議定書

口洋務運動の失敗。円"回詢
1860年以降に洋務派官僚が推進した

洋務運動は,同時期の明治維新に比べ,

政治・教育などの面で遅れていたとさ

れるI」 ,中国独自の近代化として評価

されつつもある。O李鴻章 (1823～ 1901)

●中国 0日本近代化の違い

○アロー戦争で英仏軍に

破壊された円明園 1860年 ,

英(アロー号事件を□実に清朝

と開戦)仏 (フランス人宣教師殺

害事件を理由に出兵)連合軍は,

バロック式の華麗な庭園を誇る

円明園(OP97写 ,を破壊,大砲

を通すため『永楽大典』tOP97日

表)を泥道に敷きつめるなどの

蛮行を行つた。

「

………………………………………………………………………………………¬

●日清戦争の世界史的意義
③洋務運動の失敗 )洋務運動が清朝の延命を図る表面的近代化であつたことが実証され,

これを機に清朝は明治維新を範とする立憲体制をめざす変法(自強)運動に着手した。

②中国分割の開始 )下関条約での内地企業権の承認が諸外国にも適用され,帝国主義列

強の資本投下を招いた。

師 罫体制の崩壊〕清仏戦争で

のヴェトナムに続き,下関条

約で朝鮮の宗主権を放棄する

ことで中国伝統の冊封体制が,

完全に消滅した。

○「漁夫の利」 (ビゴー画)

朝鮮をめぐる日清の対立と,そ

れを利用して極東での南下をも

○近代兵器と清朝官僚 南京の武器製造工場で作られた大砲を
点検する辮髪の清朝官僚の姿は,「中体西用」をスローガンとした洋務

運動(恭親王 曾国藩 李鴻章 左宗棠ら中心)の本質をよく示している。

条 約 南京条約(1842) 北京条約(1860)議言:天津条約(1858)の内容 北京議定書(辛丑和約,19Cl)

原 因 アヘン戦争(1840～ 42) アロー戦争(1856～ 60) 義和団事件(1900～ 1901)

対象国 英(外相パーマストン) 英・仏・露・米(天津条約のみ) 出兵8か国と蘭 西 ベルギー

開港場 上海OP150写 ■寧波・福州・度門・広州の5港 南京・漢□など10港 (天津条約)+天津(追加)

香港関係 香港島の割譲(対英) 九竜半島南部の割譲(対英) (1898英が九竜半島租借)

そ

の
他

の
条

項

●公行(特許商人)の廃止一→自由貿易の実施

●対等外交 領事駐在の承認

三言草][[裔手
●賠償金2100万 ドル

(戦費 没収アヘンの補償など)
●ウスリー川以東(沿海州)の害u譲 (対露)

●賠償金1600万両仄津条約の600万両を増額)

●首謀者の処罰

●北京での外国公使館区域設定

●外国軍隊の北京駐兵権承認

●日 独への謝罪使の派遣
●賠償金4億5000万両(関税

塩税を担保,39か年支払い)

汽船購入

近代工場

電 信 網

1862年 火輪船第 1号

1864 西洋破廠

1871 上海～香港間

1864 横須賀造llm所

1869 東京～横浜間

1899 京師大学堂

1908 国会開設公約

1912 太陽暦

国立大学

立憲体制

近 代 暦

1877 東京大学

1881 国会開設の詔

アヘン戦争後の

南京条約以降3段

階(右表①～③ )

で形成された英領

植民地香港は ,

1997年中華人民共

和国に返還され

英
領
香
港
の
形
成

1842 じ南京条約(― アヘン戦争1840～42)
イギリスに香港島を割譲

1860 ②北京条約(― アロー戦争1856～60)

九竜半島南部を割譲 苦力貿易とアヘン貿易で繁栄
1898 ③北京条約(香港境界拡張専門条約1898)
～99 (―中国分割1898～99)
九竜半島新界地区と周辺の235の島を99年の期
限付きで租借(植民地香港の完成)

中
国
の
国
力
充
実

1921 ワシントン会議で中国代表が香港返還を要求
194112 日本軍,香港占領
19458 イギリス軍,再占領。イギリスの主権回復
1949 中華人民共和国の誕生―→上海の企業家が移住
1967 プロレタリア文化大革命が香港にも波及
1971 中国,国連加盟

返
爆
の
準
備

返
屋

1982 英サッチャー首相,北京訪Po5。香港返還交渉開始
1984 中英共同宣言(3地区―括返還で合意)

一国二制度 50年 Po3の現状不変 香港人に
よる統治

1989 中国,第 2次天安門事件。以後,海外移民急増

19977 1
1999 12 20 マカオ(ポルトガル領),中国へ返還予定

-1842年 英領
1   1860年 英領
1   1898年 租借地
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